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１．研究計画の概要 
地下水中のヒ素による健康被害が深刻な

バングラデシュ村落部においてヒ素除去対

策装置を普及させるための方策を技術的・開

発学的視点から検討し、健康改善方策を示

す。研究対象地域は首都ダッカ近郊の

Maniganj県を選定し、低コストのヒ素・鉄同

時除去装置のを設置し、課題と改善点を把握

する。また装置普及活動のモデル化を行い、

産業振興と健康増進方策を提案する。 

 
２．研究の進捗状況 
（１）平成２０年度：２回の現地調査を行っ

た。本研究の目的は、バングラデシュ村落部

において地下水中ヒ素除去装置を普及させ

る手法を考察することであるが、手始めとし

て実証プラントの設置場所の確定、事業費算

定のための工事費概算見積もり等を行った。

また住民に対して水使用に関する意識調査

を行った。これらの成果は２００８年に刊行

された著書「国際共生社会学」（朝倉書店）

及び同年発表の博士論文「バングラデシュに

おける地下水砒素汚染の現状と対策に関す

る研究」（王博）にも活かされている。 

（２）平成２１年度：２回の現地調査を行っ

た。鉄・ヒ素同時除去装置の実証プラントを

村落部の小学校校庭に設置し、その使用状況

等のモニタリングを行った。その際に住民に

対する支払い意思額の調査を行った。またヒ

素除去装置の商業化による経済効果の評価

なども行い、国際開発学会等に発表した。 

（３）平成２２年度：２回の現地調査を行い、

前年度に設置した実証プラントの使用状況

の調査を行った。また平成２２年度は、調査

対象地域の住民の健康問題に関する調査を

行った。すなわち体重等の住民の体格調査、

市場における摂取可能な食材や栄養状況の

調査等を行い、ビタミン摂取によるヒ素の体

外への排出に関する研究も行った。さらに貧

困層に対してヒ素除去装置を普及させる際

の考え方として BOPビジネス(Bottom of the 

pyramid business)に関する研究に着手した。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
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し、その使用状況や問題点を把握できた。ま

た当初の研究予定に加え、現地住民の支払い

可能額に応じて経済的に妥当なヒ素除去装

置の各種代替案を提案できるよう経済的側

面からの検討にも着手した。すなわち多くの

貧困層と少数の富裕層からなる「経済ピラミ

ッド」を研究対象地域について設定し、その

ピラミッドの各層が購入可能な代替案を提

案できるように研究を推進中である。 

 
４．今後の研究の推進方策 

 今後は上記の経済ピラミッドに対応した

ヒ素除去装置の技術レベルの選択手法の構

築に力を傾注し、BOP(Bottom of the pyramid)

ビジネス等にヒ素対策手段を組み込むこと

によりヒ素除去装置の商業化による健康の

増進と収入向上という本研究の目的を追求

したい。 
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